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（２）地震活動 

 

 

ア.発生場所の詳細及び地震の発生状況 

2024 年４月３日 08 時 58 分に台湾付近の深さ 23km で M7.7 の地震（日本国内で観測された最大の
揺れは震度４）が発生した。この地震の発震機構（CMT 解）は、西北西－東南東方向に圧力軸を持つ
逆断層型である。 

今回の地震の震央付近（図２－１の領域 a）では、同日 09 時 11 分に M6.6 の地震（同日中に M6.0
以上の地震が４回）が発生した。また、４月 23日 03 時 26 分に M6.7 の地震（22 日から 23 日にかけ
て M6.0 以上の地震が５回）が発生するなど活発な地震活動が継続している。４月 30 日までに日本国
内で震度１以上を観測した地震が７回（震度４：１回、震度２：２回、震度１：４回）発生した。 

2009 年９月以降の活動をみると、今回の地震の震央付近（図２－１の領域 a）では、M6.0 以上の地
震が時々発生しており、2018 年２月７日の M6.7 の地震では、日本国内で観測された最大の揺れは震
度２であった。また、2022 年９月 18 日の M7.3 の地震では、日本国内で観測された最大の揺れは震
度１であった。 
 
 

 
 

  

図２－５ 領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 
（2024 年４月１日～30 日） 
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図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 
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図２－３ 領域ａ内の回数積算+Ｍ－Ｔ図 
（2024 年４月１日～30 日） 

図２－１ 震央分布図（2009 年９月１日～2024 年４月 30 日、深さ０～100km、M≧3.0） 
2024 年４月の地震を赤く表示。吹き出しは M6.0 以上の地震。図中の発震機構は CMT 解 

 

図２－４ 領域ａ内の時空間分布図 
  （Ａ―Ｂ投影） 
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図２－６ 震央分布図（2024 年４月１日～５月 12 日、深さ０～100km、M≧3.0） 
2024 年４月 22 日 18 時 00 分以降の地震を青く表示。吹き出しは M6.0 以上の地震及び４月 22 日 18 時 08 分の地震。 

５月 12 日の震源データは未精査を含む。 
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図２－７ 図２－６の領域ｂ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
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図２－８ 図２－６の領域ｂ内のＭ－Ｔ図 




